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本日の内容

• 国際化ドメイン名 IDN

• それで、「.日本」ってどうなるのか？



2010年～2011年はインターネット激動の年

– IPv4アドレスの枯渇

– 4 Octet AS番号の常態化

– DNSSECの導入

– IDN ccTLDの誕生

– gTLDの追加

アドレス

ルーティング

DNS

ドメイン名

2010～11年 インターネット5重苦

暗号危殆化も入れると6重苦



これはどれのことを言ってるのか？

自分は利用しないし利用する気がない。

↓

導入することで何かよくないことが起きる気が

する。

↓

だからイラネ

• IDN ccTLD

• DNSSEC

• 選択的夫婦別姓



基本的な考え方

• 適正な手続きが決まっており、その手続きに

則ったものであれば止めることはできない

– すくなくとも途中で意見表明の機会は少なからず

用意されていた

– 現在でも意見表明は可能

– もちろんICANN(例えば)の手続きが十分こなれて

いるかどうかは議論の余地はあります

– 究極にはマルチステークホルダにおける意思決定

問題



国際化ドメイン名 IDN

(Internationalized Domain Names)



IDNへの世界的な要求の高まり

• インターネットが世界に広がっていく中でグロー

バル化と同時に国際化もまた進められてきた。

• 国際化とは文化的多様性の視点から

– グローバル化によって文化の多様性が消失すると

いう危機感

– UNESCOによると6000ある言語のうち2500が消

滅の危機

– 多言語化に関してUNESCOとICANNが協力



2009年12月10日



IDNへの世界的な要求の高まり

• 国際化の進展

– これまでは主にコンテンツの部分で。メールの本文、Web

ページの中身。

– 残るは識別子(アドレス)分野。

• 「メールアドレスやURLは、別にASCII文字でいいじゃ

ん？」 というのは世界共通認識ではない。

• 言語体系としてASCII文字と混在することが非常に

困難な文化圏も存在

– 例えば横書きにおける表記の方向とか

• ASCII文字が日常生活にない世界では、ASCII文字し

か使えないURLやメールアドレスが、インターネット利

用の障壁となっている

– ディジタルデバイドの一種

– 他言語を学習していない子供や年長者への普及の妨げ



IDNへの世界的な要求の高まり

• 日本は特殊な文化圏

– 日本語特有の文字と、ASCII文字が混在する文

化

– 文字自体の外国からの導入

• 自国語の文字とASCII文字が混在することが

困難な国々

→こういう国で、IDNやEAIへのニーズが高まった

• そもそも英語への反発のある国も存在



IDNの経緯

• IDNの仕様検討はCJKの技術者を中心に進められた

– 中国、日本、韓国、台湾のccTLDで共同技術チーム(JET)

– 各国の国内のニーズのすり合わせ

– よりよい国際標準を作るための貢献

• IDNが現実味を帯びてきたことで、他の言語文化圏

（アラビア語圏や ASCII以外の文字を用いるヨーロッ

パ諸国）からの期待が高まった。

• 2000年秋：gTLDでIDN登録が開始。言語や文字の

扱いが明確でなく、 また知的財産権などへの配慮も

なく、混乱。

• 2001年以降：言語の区別、文字テーブルの定義な

どを行いながらccTLD でのIDN導入が進む。

• 2003年：IDNに関する一連の仕様がRFCに。

– IDNのDNS運用がRFC準拠に。

– 議論は技術から施策へ



IDNの経緯

• ICANNにおける議論

– 2003年、IDNのRFC化で、ICANNは各TLDの配下

でIDNの登録を承認。

– 次の議論は「TLDもIDNにすること」

→ ドメイン名全体がIDNにならなければ困る人々

がいる

– TLDは、ccTLDとgTLDの2種類

• gTLDへの導入はICANNの判断。

• ccTLDへの導入は各国の判断。

– ICANNは2009年11月から受付開始。

→ 申請にあたり、各国政府の同意が必要。



TLDへのIDNの導入

• TLDへのIDNの導入のための準備

– 実験的にIDN化されたTLDを用意

• http://例え.テスト/

• http:// إ	���ر.���ل / 
– 2009年IDN ccTLDのファストトラック開始







TLDへのIDNの導入

• 導入済のIDN ccTLD

– アラビア文字

• United Arab Emirates:  ا��رات. (2010年5月5日)
• Saudi Arabia:    ا����د��. (2010年5月5日)
• Egypt: ���.(2010年5月5日)

–キリル文字

• Russian Federation: .рф (2010年5月12日)
–漢字

• 中国:「.中国」「.中國」 (2010年6月25日)

• 香港:「.香港」 (2010年6月25日)

• 台湾:「.台灣」「.台湾」 (2010年6月25日)



TLDへのIDNの導入

• IDN ccTLDの導入によるデメリット

– 登録商標問題(月の土地問題)

– グローバル空間の分断化(バベルの塔問題)

– そもそも需要があるのか(ビジネスの問題)

• IDN ccTLDを導入しなかった場合に起こり得ること

– 強い意志を持つ国が独自に自国語化したドメイン名を導

入

– 自国内でのみから利用可能な構成

⇒Alternate Root問題再び



それで、「.日本」ってどうなるのか？



日本の状況

• 日本の状況

– 「.日本」は日本のccTLDとして、総務省が2008年秋から議論を開始

– 情報通信審議会のもとでのインターネット基盤委員会

– ここでの議論が「.日本」導入ありき、で進んだことが発端。

– 日本はASCII文字を用いる文化であり、○○○.jpで困らない。

– 「.日本」があればうれしいという人もいるだろうが、それで困る人も い

る。

– よい形は何かを考えることが必要。

• 「.日本」が存在することと「.日本」を使うかどうかは別の議論

– いろいろな考え方が存在する中で「.日本」の存在する意味合い

– 「.日本」を使うかどうかはビジネスイシュー

• イマココ

– インターネットドメイン名協議会が、「.日本」のレジストリを選定し ようと

している。



インターネットドメイン名協議会設立経緯
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・わが国のIDNccTLDの文字列として

「.日本」が望ましい

・管理運営事業者は民間協議会を

設立・公募にて選定すべき

「技術検討グループ」

石田（日本インターネットエクスチェンジ）

三膳（ＩＩＪ)

前村（JPNIC)

田中（さくらインターネット）

「技術検討グループ」

「経営基盤等検討グループ」に分かれ審議開始



今後の流れ

参入については「事業者」の経済合理性に基づき判断

選定については定められた選定基準に基づき「協議会」にて判断

提案書の締め切りは8月16日の予定







「.日本」というビジネス

• 日本語JPドメイン名(日本語.jp)と同等とすると：

– ドメイン数：約13万ドメイン

– 単価：約2,000円/年

– 年間売上：260,000,000円(月額：22,000,000円)

• 同程度の売上だとして費用としては：

– 10万エントリ以上のDB(レジストリシステム)

– 10万エントリ以上のWHOISサーバ

– 10万エントリ以上のccTLD DNSの運用

– 24時間365日対応

• 単体のビジネスとして？？？

• ビジネスモデルを変えるか、別ビジネスの一部とするか




